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エキスパッカ-N工法の取扱注意事項
●エキスパッカ-N工法は、地盤注入開発機構・恒久グラウト協会研究グループによる産業所有権が成立しております。●エキスパッカ-N工法の取扱に際しては、技術資料等をご確認くださ
い。●ここに記載された事項は、標準的な試験法に準拠した弊社の実験データに基づくものですが、多岐にわたる条件下での実際の現場施工結果を確実に保証するものではありません。●
商品改良のため、予告なく仕様の一部を変更する場合がありますので、ご了承ください。
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１．大型改良体をスピーディに造成
　　注入内管（トリプルパッカ）からの低圧力注入により、直径約３ｍの大型改良体を高速で造成します。

２．効率的な施工で工期を短縮
　　広範囲な地盤にスピーディに浸透注入させて経済的な施工を実現します。

３．確実な浸透源を確保
　　ソイルパッカと孔壁崩壊防止マット（ジオフィルタ -Ｎ）の効果によって柱状空間を確保し、均一に注入します。

４．既存施設を稼動しながらの施工
　　浸透性の高い恒久グラウトを注入することにより、既存施設の直下・周辺でも変位などの影響を与えず施工できます。

５．削孔本数を大幅に削減
　　注入孔間隔を広くできるため、削孔本数・削孔費用を大幅に削減できます。

６．狭小な作業スペースに対応
　　小型ボーリングマシンを使用するため、狭隘な作業スペースでも対応します。

　柱状浸透注入工法とは
エキスパッカ -Ｎ工法が採用している「柱状浸透注入工法」とは、注入管に間隔を

あけて取り付けられたジオバッグ（袋体）間の柱状空間から注入を行うものです。

　柱状浸透注入の実現のために
上下のソイルパッカ間の注入管周りに孔壁の崩壊を防止する「ジオフィルタ -Ｎ」

を装着することで、柱状浸透空間を確保し、均一な注入ができるようにしました。

近年、地震による液状化対策として、さまざまな地盤改良工法が適用されています。
しかし、従来の地盤改良工法では大型の施工機械を必要とし、施工にともなう振動・騒音
や地盤変位が発生していたため、既設構造物の周辺や直下には十分に対応できないという
問題がありました。
そこで日特建設は、高速・広範囲に注入材を吐出できる特殊な注入管によって、既設構造
物に影響を与えることなく、スピーディに地盤を改良する液状化対策注入工法「エキスパッ
カ -N工法」を開発しました。
大容量の効率的な浸透注入による急速改良を実現しています。
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物に影響を与えることなく、スピーディに地盤を改良する液状化対策注入工法「エキスパッ
カ -N工法」を開発しました。
大容量の効率的な浸透注入による急速改良を実現しています。
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▼浸透注入のメカニズム

エキスパッカ -N工法の原理

エキスパッカ -N工法の特徴

ボーリング 注入外管建込 ジオバッグ充填 恒久グラウト注入 施工完了
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ケーシング

ボーリングマシン
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１．ボーリング
ボーリングマシンを使用しケーシング削孔（径 120ｍｍ）
を行います。
●施工は、鉛直方向のみならず、斜め・水平方向にも対応し
　ます。
●作業スペースが狭隘な場合には、より小型のボーリングマ
　シンを選択することもできます。

　小型機械で大容量・急速施工
従来の地盤改良工法では大型の施工機械を必要とし、施工に伴う振動・騒音や
地盤変位が発生していたため、既設構造物周辺・直下には対応できませんでし
た。そこで、エキスパッカ -N 工法では、高速・広範囲に注入材を吐出できる
特殊な注入管を開発し、既設構造物に影響を与えることなく、スピーディに地
盤を改良できるようにしました。

　直径約 3mの改良体
注入箇所を掘削し、注入材の浸透状
況および固結体の形状を確認しまし
た。その結果、直径 2.5 ～ 3.0m の範
囲に、注入材が土粒子間にくまなく
浸透していることが確認されました。

２．注入外管建込み
ケーシング内に注入外管を建込んだ後、ケーシングを
引き抜きます。
●注入外管には、所定の間隔でジオフィルタ-Ｎによって保護
　した注入バルブ（柱状浸透材）を設け、その上下にはジオ
　バッグを装着しています。

３．ソイルパッカの形成
注入内管を挿入し、注入孔の上下に専用充填材（ジオ
バッググラウト）を注入してジオバッグを膨らませ、
ソイルパッカを形成します。
●削孔径よりも大きな地山パッカ体（ソイルパッカ）を形成
　することにより、恒久グラウトのリークを防ぐとともに、
　ソイルパッカ間にジオフィルタ -Ｎで孔壁を保護した柱状
　浸透空間を確保します。

４．恒久グラウト注入
注入内管を挿入し、所定の注入バルブにセットした後、
恒久グラウトを注入します。
●複数孔を同時に注入することができます。
●注入時の圧力や注入速度の監視は、流量圧力測定装置を使
　用して行います。

５．施工完了
地盤内に、直径２～３m程度の改良体を造成します。

▲削孔は鉛直・斜め・水平にも対応

▲ジオフィルタ -N ▲ジオバッグ ▲注入外管

▲トリプルパッカ操作装置 ▲注入ユニット ▲流量圧力測定装置

▲注入内管 ▲注入内管挿入 ▲複数箇所を同時に注入

▲施工プラント全景 ▲改良体

エキスパッカ -N工法の施工
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ジオフィルタ-N注入バルブ
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注入内管 ← ← ←
注入材
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　　グラウト）

← ← ←
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陸閘

改良体

【施工断面】

河川（施工中は仮締切）

防潮堤

外管固定用布パッカ

ソイルパッカ形成
（ジオバッグ）

【施工断面】
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改良体

タンク

立坑

　適用範囲
小型機械を用い、鉛直・斜め・水平方向へ施工できることを生かし、多様な構造物直下の液状化対策に適用されています。　　　　　　　特に、作業ヤードが狭い、高さ制限を伴う、変位を与えない等の条件が重なる場合に、その威力を発揮します。

事例４　既設防潮堤
工事件名：呑川防潮堤耐震補強工事（その 1）
発注者　：東京都第二建設事務所

事例２　既設陸閘
工事件名：津波対策港湾特別緊急・津波対策漁港特別緊急合併工事（3号工）
発注者　：愛知県知多建設事務所

事例１　既設岸壁
工事件名：志布志港（若松地区）岸壁（-9m）（改良）工事
発注者　：国土交通省九州地方整備局志布志港湾事務所

事例３　既設施設
工事件名：A施設地盤補強工事

⑤

ケーソン

改良体

海

立坑

（既設施設）

改良体

斜めボーリ
ング　

改良体

▽H.W.L 23.916

▽計画河床高 19.313

▽25.116
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▼既設タンク
施設

施設 施設

▼既設施設（工場等）

改良体

砕石ドレーン

配管
配管

▼既設配管 ▼既設橋梁

施工全景

注入状況

注入状況

立坑内での
削孔状況

削孔状況

注入状況

小型ボーリングマシン
による削孔状況

河川を仮締切した
中での注入状況

狭い

高さ制限

斜めからの
アプローチ

水平方向に
アプローチ

【施工断面】

【施工断面】

エキスパッカ -N工法の適用

りっこう


